
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
百
四
十
一
条

医
業
に
従
事
す
る
医
師
（
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
必
要
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
に
限
る
。）に
関
す
る
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
に
お

け
る
一
日
、
一
箇
月
及
び
一
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
け
る
」
と
し
、
同
条
第
三

項
中
「
限
度
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
限
度
時
間
並
び
に
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
時
間
」
と
し
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
適
用

し
な
い
。

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
六
条
第
一
項
の
協
定
に
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該

事
業
場
に
お
け
る
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量
の
大
幅
な
増
加
等
に
伴
い
臨
時
的
に
前
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、同
条
第
二
項
第
四
号
に
関
し
て
協
定
し
た
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間（
同

号
に
関
し
て
協
定
し
た
時
間
を
含
め
、
同
条
第
五
項
に
定
め
る
時
間
及
び
月
数
並
び
に
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉

を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
限
る
。）そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

使
用
者
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
六
条
第
一
項
の
協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
労
働
時
間

を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、
又
は
休
日
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
同
条
第
六
項
に
定
め
る
要
件
並

び
に
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。前

三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
業
に
従
事
す
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
（
同

日
及
び
そ
の
翌
日
を
含
む
期
間
を
定
め
て
い
る
第
三
十
六
条
第
一
項
の
協
定
に
関
し
て
は
、
当
該
協
定
に
定
め
る

期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
）
ま
で
の
間
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
一
箇
月
及
び
」
と
あ

る
の
は
、「
一
日
を
超
え
三
箇
月
以
内
の
範
囲
で
前
項
の
協
定
を
す
る
使
用
者
及
び
労
働
組
合
若
し
く
は
労
働
者
の

過
半
数
を
代
表
す
る
者
が
定
め
る
期
間
並
び
に
」
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
六
項
（
第
二
号

及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
四
十
二
条

鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
に
お
け
る
砂
糖
を
製
造
す
る
事
業
に
関
す
る
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
（
同
日
及
び
そ
の
翌
日
を
含
む
期
間
を
定
め
て
い
る
同
条
第
一
項

の
協
定
に
関
し
て
は
、
当
該
協
定
に
定
め
る
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
）
ま
で
の
間
、
同

条
第
五
項
中
「
時
間
（
第
二
項
第
四
号
に
関
し
て
協
定
し
た
時
間
を
含
め
百
時
間
未
満
の
範
囲
内
に
限
る
。）」
と

あ
る
の
は
「
時
間
」
と
、「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
第
四
号
」
と
し
、
同
条
第
六
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
じ
ん
肺
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
の
三
を
第
三
十
五
条
の
四
と
し
、
第
三
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
）

第
三
十
五
条
の
三

事
業
者
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
実
施
に
関
し
、
労
働

者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
保
管
し
、
又
は
使
用
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
者
の
健
康
の
確

保
に
必
要
な
範
囲
内
で
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
並
び
に
当
該
収
集
の
目
的
の
範
囲
内

で
こ
れ
を
保
管
し
、
及
び
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
事

由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
、
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め

必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
指
針
を
公
表
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
又
は

そ
の
団
体
に
対
し
、
当
該
指
針
に
関
し
必
要
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
五
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
十
五
条

の
三
」
を
「
第
三
十
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

（
雇
用
対
策
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

目
次
中
「
第
十
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
第
二
章

求
職
者
及
び
求
人
者
に
対
す
る
指
導
等
（
第
十
一
条

第
十

五
条
）」を
「
第
二
章

基
本
方
針
（
第
十
条

第
十
条
の
三
）

第
三
章

求
職
者
及
び
求
人
者
に
対
す
る
指
導
等
（
第
十
一
条

第
十
五
条
）」に
、「
第
三
章
」
を
「
第

四
章
」
に
、「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」に
、「
第
七
章
」

を
「
第
八
章
」
に
、「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
雇
用
に
」
を
「
労
働
に
」
に
、「
労
働
力
の
需
給
が
質
量
両
面
に
わ
た
り
均
衡
す
る
こ
と
」
を

「
労
働
者
の
多
様
な
事
情
に
応
じ
た
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
並
び
に
労
働
生
産
性
の
向
上
」に
改
め
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

労
働
者
は
、
職
務
の
内
容
及
び
職
務
に
必
要
な
能
力
、
経
験
そ
の
他
の
職
務
遂
行
上
必
要
な
事
項
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
能
力
等
」
と
い
う
。）の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
並
び
に
こ
れ
ら
に
即
し
た
評
価
方
法
に
よ
り
能

力
等
を
公
正
に
評
価
さ
れ
、
当
該
評
価
に
基
づ
く
処
遇
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
処
遇
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
職
業
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
四
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号

を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
治
療
を
受
け
る
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
雇
用
の
継
続
、
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
労
働
者
の
円
滑
な
再
就
職
の
促
進
そ
の
他
の
治
療
の
状
況
に
応
じ
た
就
業
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
女
性
の
職
業
」
の
下
に
「
及
び
子
の
養
育
又
は

家
族
の
介
護
を
行
う
者
の
職
業
」
を
加
え
、「
妊
娠
、
出
産
又
は
育
児
を
理
由
と
し
て
休
業
又
は
退
職
し
た
女
性
の
」

を
削
り
、「
継
続
又
は
」
を
「
継
続
、」に
改
め
、「
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
の
父
並
び
に
」を
加
え
、「
女
性
の
就
業
」

を
「
こ
れ
ら
の
者
の
就
業
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

各
人
が
生
活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
業
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
労

働
時
間
の
短
縮
そ
の
他
の
労
働
条
件
の
改
善
、
多
様
な
就
業
形
態
の
普
及
及
び
雇
用
形
態
又
は
就
業
形
態
の
異

な
る
労
働
者
の
間
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
雇
用
」
を
「
労
働
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
労
働
時
間
の
短
縮
そ
の
他
の
労
働
条
件
の
改
善
そ
の
他
の
労
働
者
が
生

活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
を
削
り
、
第
八
条
を
第
七
条
と
し
、
第
九
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
第
十
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
改
め
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
し
、
第
二
章
か
ら
第
七
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え

る
。

第
二
章

基
本
方
針

（
基
本
方
針
）

第
十
条

国
は
、
労
働
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
労

働
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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